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凡　例

・ 本図録は、黒川古文化研究所における第 122 回展観「秦漢遺宝 ―器物

に込めた願い」（2019 年 10 月 12 日～ 11 月 24 日）の開催に伴って編集、

発行した。ただし、展覧会の総目録としてではなく、より研究性の高

い図録を目指して、掲載作品を絞って部分拡大を増やし、細部の表現

を確認しやすいように配慮した。また、作品ごとに類例一覧を掲載し、

秦漢時代の古器物研究のインデックスとなるよう意図した。

・ 収録作品は、秦漢時代の青銅器・銅鏡・貨幣・瓦当に絞り、黒川古文

化研究所・泉屋博古館・和泉市久保惣記念美術館・大阪市立美術館の

所蔵に限った。

・図版はすべて深井純氏の撮影による。

・本図録の執筆・編集は研究員 石谷慎、デザインは柴千裕が担当した。



類 例 法 量 時 期 備 考 文 献

類 例 法 量 時 期 備 考 文 献

鳳翔高庄M46：11 通高34.7cm
口径 3.6cm 秦 雍城考古隊ほか「陝西鳳翔高庄秦墓地発掘簡報」

『考古与文物』1981-1

雲夢睡虎地M9 高 36.7cm
圏足径12.0cm 秦 ≪雲夢睡虎地秦墓≫編写組『雲夢睡虎地秦墓』文物出版

社、1981 年

雲夢睡虎地M46：9 通高 40.0cm
圏足径14.6cm 戦国後期

湖北省博物館「1978 年雲夢秦漢墓発掘報告」『考古学報』
1986-4

雲夢睡虎地M47：20 通高 37.5cm
圏足径12.4cm 前漢初 底裏に環

泌陽M3：1 高　33.0cm
口径 3.0cm 秦

駐馬店地区文管会ほか「河南泌陽秦墓」『文物』
1980-9

泌陽 M3：6 高　40.0cm
口径 4.0cm 秦

淅川馬川墓地M33：9 高　30.4cm
口径 3.1cm 前漢前期 底裏に環 河南省文物局南水北調文物保護弁公室ほか「河南淅川県

馬川墓地秦人違穴合葬墓」『考古』2016-11

三門峡三里橋M75：1 高　37.5cm
口径 3.5cm 前漢前中期 三門峡市文物工作隊「三門峡市三里橋秦人墓発掘簡報」

『華夏考古』1993-4

江陵揚家山M135：73 高　38.5cm
口径 4.0cm

戦国後期
～秦 口に木栓 湖北省荊州地区博物館「江陵揚家山135号秦墓発掘簡報」

『文物』1993-8

荊州沙子区肖家山M1：01 高　39.0cm
口径 6.9cm 秦 荊州博物館「湖北荊州市沙子区肖家山一号秦墓」『考古』

2005-9

襄陽王坡M82：8 通高38.2cm
口径 3.6cm

前漢初～
前期前半 湖北省文物考古研究所ほか『襄陽王坡東周秦漢墓』

科学出版社、2005 年
襄陽王坡M109：9 通高 39.6cm

口径 3.4cm
前漢初～
前期前半

荊州謝家橋M1 東室：12 通高 32cm
口径 ３cm

前漢前期
（B.C.184）

口に木栓、
頸部に縄

荊州博物館「湖北荊州謝家橋一号漢墓発掘簡報」『文物』
2009-4

丹江口蓮花池M7：8 高　39.6cm
圏足径13.6cm

前漢中期
後半

北京市文物研究所ほか「湖北丹江口市蓮花池墓地戦国秦
漢墓」『考古』2011-4

宜昌前坪M97：7 高　29.0cm 前漢後期 底裏に環 宜昌地区博物館「1978 年宜昌前坪漢墓発掘簡報」『考古』
1985-5



螭

類 例 法 量 時 期 備 考 文 献

長沙火車新站郵局工地M4 直径19.5cm
重　 463 ｇ 戦国 長沙市博物館『楚風漢韻 長沙市博物館蔵鏡』文物

出版社、2010 年

長沙五里牌郵M4（M1196）：15 直径19.7cm
縁厚　0.6cm 戦国後期 鈕座内にも三龍 湖南省博物館ほか『長沙楚墓』（上下）文物出版社、

2000 年



類 例 法 量 時 期 備 考 文 献

類 例 法 量 時 期 備 考 文 献

邗江姚荘 高　20.2cm
口径 19.6cm 前漢後期 中国青銅器全集編輯委員会『中国青銅器全集』第 12 巻

（秦漢）、文物出版社、1998 年

長沙M211：10 通高 18.5cm
口径 17.8cm 前漢後期 中国科学院考古研究所『長沙発掘報告』科学出版社、

1957 年

東海尹湾M6：35 通高 17.8cm
径　18.2cm

元延三年
（B.C.10）

連雲港市博物館「江蘇東海県尹湾漢墓群発掘簡報」『文物』
1996-8

長安芙蓉南路M1 通高 13.6cm
口径 14.5cm 新 西安市文物保護考古所ほか『長安漢墓』（上下）、陝西人

民出版社、2004 年

邗江楊寿郷宝女墩 K1：3 通高　25cm
口径 23.6cm 新 頂部にも鳥形鈕 揚州博物館ほか「江蘇邗江県楊寿郷宝女墩新莽墓」『文物』

1991-10





類 例 法 量 時 期 備 考 文 献

日照海曲M106：24-15 直径15.9cm
縁厚 0.6cm 前漢中期 漆奩内 山東省文物考古研究所「山東日照海曲西漢墓（M106）

発掘簡報」『文物』2010-1

盱眙東陽M01：１ 直径15.9cm 前漢中期
～後期 南京博物院「江蘇盱眙東陽漢墓」『考古』1979-5

長沙 M405：2 直径13.4cm
縁厚0.65cm 前漢後期 中国科学院考古研究所『長沙発掘報告』科学出版社、

1957 年

連雲港霍賀墓 直径約13cm 前漢後期 径は拓本より復原 南京博物院ほか「海州西漢霍賀墓清理簡報」『考古』
1974-3



図版 番号 種別 名称 法量 時代 所蔵（収蔵番号）

１．秦の中国統一と始皇帝

1 1 B 蒜頭壺 高 40.1㎝、口径 3.3㎝、圏足径 13.1cm 秦～前漢初 大阪市立美術館（OM8267）

2 2 B 「衛」鼎 通高 15.6㎝、口径 13.2㎝ 前漢前期 黒川古文化研究所（銅 53）

3 3 M 重圏紋鏡 直径 16.3㎝ 戦国末～秦 泉屋博古館（M175）

4 4 M 細紋地四鳳紋鏡 直径 10.6㎝ 戦国末～秦 黒川古文化研究所（鏡 18）

5 5 M 細紋地連弧縁三螭紋鏡 直径 11.0㎝ 戦国末～前漢初 泉屋博古館（M177）

6 6 M 細紋地連弧縁三螭紋鏡 直径 16.5㎝ 秦～前漢初 大阪市立美術館（OM27）

7 7 M 雷紋地蟠螭紋鏡 直径 17.1㎝ 秦～前漢初 大阪市立美術館（OM3666）

8 8 B 「廿六年」詔版 高 9.0㎝、幅 7.4㎝ 秦 黒川古文化研究所（考 523）

9

9 C 「安邑二釿」橋足布 高 6.5㎝、幅 4.0㎝、重 25.7 ｇ 戦国中期（魏） 黒川古文化研究所（C.C.367）

10 C 「梁正尚百当寽」橋足布 高 5.9㎝、幅 4.2㎝、重 12.2 ｇ 戦国後期（魏） 黒川古文化研究所（C.C.390）

11 C 「平陰」方足布 高 4.7㎝、幅 2.8㎝、重 5.4 ｇ 戦国後期（趙） 黒川古文化研究所（C.C.283）

12 C 「殊布当圻」方足布 高 10.4㎝、幅 3.7㎝、重 36.7 ｇ 戦国後期（楚） 黒川古文化研究所（C.C.223）

13 C 「明」平斜首刀 長 13.6㎝、幅 1.5㎝、重 17.4 ｇ 戦国後期（燕） 黒川古文化研究所（C.C.20）

14 C 斉大刀 長 18.5㎝、幅 3.0㎝、重 45.4 ｇ 戦国後期（斉） 黒川古文化研究所（C.C.149）

10

15 C 「 六刀」円銭 直径 3.7㎝、重 10.1 ｇ 戦国後期（斉） 黒川古文化研究所（C.C.430）

16 C 半両銭 直径 3.3㎝、重 6.4 ｇ 戦国末～秦 黒川古文化研究所（C.C.457）

17 C 両甾銭 直径 3.3㎝、重 6.8 ｇ 秦 黒川古文化研究所（C.C.442）

18 C 半両銭 直径 2.7㎝、重 4.3 ｇ 秦 黒川古文化研究所（C.C.454）

19 C 半両銭 直径 2.4㎝、重 3.1 ｇ 秦～前漢前期 黒川古文化研究所（C.C.2798）

11 20 T 雲紋半瓦当 高 7.4㎝、現幅 14.9㎝ 秦 久保惣記念美術館

12 21 T 渦雲紋瓦当 直径 15.2㎝ 秦 黒川古文化研究所（瓦 1078）

２．漢王朝の至宝 ―器を飾る神と獣―

13 22 B 銅錯紋壺 高 30.0㎝、口径 11.0㎝ 秦～前漢初 泉屋博古館（彝 255）

14 23 B 獣環鍾 高 42.4㎝、口径 17.4㎝ 前漢中期 黒川古文化研究所（銅 74）

15 24 B 提梁壺 通高 43.0㎝、口径 12.7㎝ 前漢後期～新 泉屋博古館（彝 235）

16 25 B 提梁付鐎尊 通高 17.5㎝、口径 7.2㎝ 前漢後期 黒川古文化研究所（銅 57）

17 26 B 鍍金雲気紋酒樽 通高 21.4㎝、口径 18.3㎝ 前漢後期～新 黒川古文化研究所（銅 68）

18 27 B 鍍金雲気紋酒樽 通高 19.6㎝、口径 18.1㎝ 前漢後期～新 泉屋博古館（彝 132）

19 28 B 鍍金鋗 高 8.0㎝、口径 21.8㎝ 前漢後期 泉屋博古館（彝 114）

20 29 B 羽紋盦 通高 22.2㎝、口径 26.0㎝ 前漢末～新 泉屋博古館（彝 115）

21 30 J 渦紋玉璧 直径 13.8㎝ 前漢前期～中期 黒川古文化研究所（殷 116）

22 31 J 饕餮渦紋玉璧 直径 17.1㎝ 前漢前期～中期 黒川古文化研究所（殷 1022）

23 32 C 陶五銖銭模 現長 7.5 × 4.5㎝、厚 2.5㎝ 前漢中期 黒川古文化研究所（貨 10-5）

24 33 C 銅五銖銭笵 現長 18.0 × 7.7㎝、厚 1.0㎝ 前漢中期 黒川古文化研究所（貨 11-14）

25

34 C 楡莢半両銭 直径 1.6㎝、重 0.7 ｇ 前漢前期 黒川古文化研究所（C.C.460）

35 C 三銖銭 直径 2.4㎝、重 2.2 ｇ 前漢中期 黒川古文化研究所（C.C.525）

36 C 半両銭 直径 2.6㎝、重 2.7 ｇ 前漢中期 黒川古文化研究所（C.C.534）

37 C 五銖銭 直径 2.7㎝、重 4.3 ｇ 前漢中期 黒川古文化研究所（C.C.541）

38 C 五銖銭 直径 2.6㎝、重 4.2 ｇ 前漢中期 黒川古文化研究所（C.C.649）

３．「千秋萬歳」 ―武帝も憧れた神仙世界―

26 39 T 蕨手状雲紋瓦当 直径 15.0㎝ 前漢 黒川古文化研究所（瓦 1027）

27 40 T 「長楽未央」瓦当 直径 17.0㎝ 前漢 黒川古文化研究所（瓦 1046）

28 41 T 「長生無極」瓦当 直径 17.3㎝ 前漢 黒川古文化研究所（瓦 1042）

29 42 T 「千秋萬歳」瓦当 直径 19.0㎝ 前漢 黒川古文化研究所（瓦 1036）

30 43 T 鳳紋瓦当 直径 14.4㎝ 秦～前漢 黒川古文化研究所（瓦 1022）

31 44 M 雷紋地蟠螭草葉紋鏡 直径 17.0㎝ 前漢中期 黒川古文化研究所（鏡 23）

32 45 M 雷紋地蟠螭草葉紋鏡 直径 13.9㎝ 前漢中期 泉屋博古館（M205）

33 46 M 星雲紋鏡 直径 15.9㎝ 前漢中期～後期 黒川古文化研究所（鏡 27）

34 47 M 異体字銘帯鏡 直径 9.4㎝ 前漢中期～後期 泉屋博古館（M6）

35 48 M 異体字銘帯鏡 直径 9.7㎝ 前漢後期 黒川古文化研究所（鏡 31）

36 49 B 朱雀玄武博山炉 通高 22.2㎝、盤径 18.9㎝ 前漢後期～新 久保惣記念美術館

37 50 T 「千秋万歳」空芯塼 高 32.8㎝、幅 32.8㎝、厚 5.0㎝ 前漢後期 黒川古文化研究所（瓦 2010）

４．文明の行方 ―銅器生産の私営化と商品化―

38 51 M 「尚方作」方格規矩四神紋鏡 直径 21.0㎝ 前漢末～新 泉屋博古館（M209）

39 52 M 「王氏作」方格規矩八鳥紋鏡 直径 13.7㎝ 後漢前期 泉屋博古館（M105）

40 53 T 朱雀紋瓦当 直径 16.0㎝ 新代 黒川古文化研究所（瓦 1023）

41 54 T 白虎紋瓦当 直径 18.0㎝ 新代 黒川古文化研究所（瓦 1020）

42 55 T 「千秋萬歳」瓦当 直径 15.1㎝ 前漢～新 久保惣記念美術館

43 56 T 「八風壽存當」瓦当 直径 15.3㎝ 前漢～新 久保惣記念美術館

44 57 T 「千秋萬歳」雲紋瓦当 直径 14.1㎝ 後漢時代 久保惣記念美術館

45 58 T 連子雲紋瓦当 直径 15.1㎝ 前漢後期 久保惣記念美術館

46 59 T 蘑菇状雲紋瓦当 直径 18.9㎝ 後漢時代 久保惣記念美術館

47 60 B 「堂狼朱 」洗 高 17.3㎝、口径 38.5㎝ 後漢時代（107） 黒川古文化研究所（銅 62）

48

61 C 「大泉五十」銭 直径 2.8㎝、重 8.8 ｇ 前漢末：居摂二年（７） 黒川古文化研究所（C.C.2809）

62 C 「大泉五十」銭（鋳放し） 3.5 × 3.4㎝、重 10.6 ｇ 前漢末：居摂二年（７） 黒川古文化研究所（C.C.853）

63 C 「小泉直一」銭 直径 1.6㎝、重 1.6 ｇ 新：始建国元年（9） 黒川古文化研究所（C.C.571）

64 C 貨泉 直径 2.3㎝、重 2.9 ｇ 新：地皇元年（20） 黒川古文化研究所（C.C.2803）

65 C 貨布 長 5.8㎝、重 16.9 ｇ 新：地皇元年（20） 黒川古文化研究所（C.C.630）

66 C 五銖銭 直径 2.6㎝、重 2.7 ｇ 後漢時代 黒川古文化研究所（C.C.2821）

67 C 剪輪五銖銭 直径 1.8㎝、重 0.9 ｇ 後漢時代 黒川古文化研究所（C.C.2823）

68 C 五銖銭（背面四出） 直径 2.5㎝、重 3.0 ｇ 後漢：中平三年（186） 黒川古文化研究所（C.C.665）

※種別略称　　青銅器：B　銅鏡：M　貨幣：C　瓦塼：T　玉器：J　
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